
１
４６
１

繁
雄
作
の
「
シ
ャ
ド
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
を
ピ
カ
ー
に
推
す
。
カ
ク

テ
ル
グ
ラ
ス
や
バ
ー
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
器
具
を
く
っ
つ
け
て
、
ラ

イ
ト
を
投
ず
る
と
影
が
な
ん
と
不
思
議
サ
カ
ナ
に
な
る
。
こ
ん
な

面
白
い
展
示
物
は
他
に
な
い
。

そ
れ
と
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
内
に
流
れ
る
富
田
勲
作
曲
の
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
音
楽
が
い
い
。
今
回
の
博
覧
会
、
意
外
に
各
パ

ビ
リ
オ
ン
音
響
効
果
が
パ
ッ
と
し
な
い
。
映
像
は
や
た
ら
目
ま
ぐ

る
し
く
驚
か
す
だ
け
、
そ
の
中
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
の
音
楽
は

す
ば
ら
し
い
。

四
時
間
並
ん
で
や
っ
と
見
た
と
感
激
す
る
見
物
客
が
多
い
、
ダ

イ
エ
ー
の
「
オ
ム
ニ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
タ
ー
」
は
た
し
か
に
ポ
ー

ト
ピ
ア
随
一
の
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
シ
ネ
ラ
マ
以

来
、
和
ミ
リ
だ
の
飛
び
だ
す
映
画
だ
の
と
歩
ん
で
き
た
驚
か
し
映

画
の
最
近
版
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
シ
ー
ン
は
き
ま
っ
て
砂
漠
や

ア
ル
プ
ス
越
え
で
あ
る
。
長
い
間
並
ぶ
と
い
い
も
の
を
見
た
と
錯

覚
す
る
人
が
多
い
の
に
驚
く
。

ボ
ー
ト
ピ
ア
見
聞
録

柳
原
良
平
〈
イ
ラ
メ
ト
レ
ー
ク
‐
〉

こ
の
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅷ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
一
つ
サ
ン
ト
リ
ー

ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
の
名
誉
館
長
を
私
は
つ
と
め
て
い
る
。
の
く

つ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
に
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
時
々
名
誉
館

長
の
出
番
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
折
り
に
住
ん
で

い
る
横
浜
か
ら
や
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
一
カ
月
に
二

’
三
度
の
時
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
来
る
度
に
時
間
を
縫
っ
て
他
の

パ
ビ
リ
オ
ン
を
の
ぞ
き
、
す
で
に
ポ
ー
ト
ピ
ア
の
殆
ん
ど
を
探
訪

し
終
え
た
。
そ
こ
で
ポ
ー
ト
ピ
ァ
見
ど
こ
ろ
の
ご
案
内
を
試
み
る
。

自
己
宣
伝
の
気
持
ち
は
さ
ら
さ
ら
な
い
が
公
正
な
眼
を
通
し
て

も
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
は
一
見
の
価
値
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
と
し
て
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド
」
と
「
神
戸
館
」
と
「
グ
リ
ー
ン
エ
ァ
ド
ー
ム
」
（
芙
蓉
館
）

を
挙
げ
る
。
多
少
の
偏
見
は
お
許
し
願
い
た
い
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
素
人
意
見
の
大
勢
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
。

「
ゥ
オ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
」
は
音
楽
と
映
像
と
水
が
シ
ン
ク
ロ
ナ

イ
ズ
し
た
ア
ニ
メ
噴
水
が
目
玉
商
品
だ
が
私
は
そ
れ
よ
り
も
福
田
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ノ

映
像
で
一
番
面
白
い
の
は
「
神
戸
館
」
の
ト
ラ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
。
画
面
の
人
物
が
突
然
ス
テ
ー
ジ
に
と
び
出
し
、
画
面
の
人

と
ポ
ー
ル
投
げ
を
す
る
。
今
ま
で
の
映
像
に
な
い
企
て
で
あ
り
、

内
容
も
い
く
ら
か
お
ど
け
て
、
ラ
ス
ト
は
ち
ゃ
ん
と
神
戸
市
民
の

美
し
さ
を
見
せ
る
、
い
い
作
品
だ
っ
た
。

観
客
が
ス
イ
ッ
千
を
押
し
て
映
像
の
進
み
を
変
え
て
い
く
と
い

葱

凸
」

4７

み
た
い
で
興
味
を
ひ
く
に
到

ら
な
か
っ
た
。
「
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
」
は
映
像
よ
り
そ
の

前
の
展
示
の
方
が
た
の
し
か

っ
た
な
ァ
。

映
像
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
他

に
も
い
く
つ
か
あ
る
が
似
か

よ
っ
た
内
容
の
が
あ
る
。
例

え
ば
「
み
ど
り
館
」
と
「
三

菱
未
来
館
」
。
「
神
鋼
ポ
ー
ト

ラ
マ
」
と
「
ダ
イ
エ
ー
」
。

「
川
鉄
地
球
館
」
と
「
神
戸
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
な
ど
。
こ

れ
は
ど
ち
ら
か
一
つ
見
れ
ば

い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

玉
三
郎
の
人
形
で
人
気
の

「
住
友
館
」
こ
の
手
の
人
形

劇
は
ス
ト
ー
リ
ー
、
リ
ズ
ム

感
と
も
と
て
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
及
ば
な
い
。
私
は

失
望
し
た
。

あ
ま
り
行
列
し
な
く
て
見

ら
れ
る
割
り
に
個
性
的
な
の

が
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
館
」

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
遣
唐
使
館
」
「
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
・
シ
ア
タ

ー
」
い
ず
れ
も
も
う
一
つ
何

か
欲
し
い
感
じ
で
は
あ
る
が

鍾墾 ､ 垂三郡人形扇
出蕃ぼ一癖ノ

‐りしｼトリーワオ

編I癖岸J1簾J|塗誌
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ニ
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皇
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イ
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琴
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号か‐
■
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。 篭
猿
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部
－

１
｛

識膳 雪
》
部惜

ダk工ｒー
き'I芝 鐸ｿの臭ﾖﾂｸ信

呼撫噌修 う
観
客
参
加
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
二
つ
あ
る
。
「
テ
ー
マ
館
」
の
「
ハ

イ
オ
ー
ピ
ス
劇
場
」
と
大
阪
ガ
ス
の
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
面
白

い
試
み
で
あ
る
が
ヌ
イ
オ
ー
ピ
ス
劇
場
」
の
場
合
観
客
の
質
問

に
対
す
る
反
応
は
面
白
い
も
の
の
結
果
を
示
す
映
像
が
安
易
で
つ

ま
ら
な
か
っ
た
し
、
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
方
は
観
客
が
左
か

右
に
一
応
決
め
て
も
結
局
は
ど
こ
か
で
元
の
一
本
道
に
つ
な
が
る

額
群
一
転

蛾
Iしり 隊ｆ" Z 季ィi 入ＬＡゴレ部０J

蕊
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裸 ､
〃ノ

１

４８
１

限
ら
れ
た
原
稿
枚
数
な
の

で
パ
ビ
リ
オ
ン
は
こ
の
辺
で

あ
と
は
省
略
。
パ
ン
ダ
は
い

つ
見
て
も
か
わ
い
い
。
そ
し

て
私
の
大
好
き
な
遊
園
地

へ
・
刺
戟
的
な
乗
り
物
は
み

ん
な
乗
っ
た
。
そ
の
結
果
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
は
「
ヴ
ァ
イ
キ

ン
グ
船
」
。
九
○
度
近
く
か

ら
の
逆
落
し
は
一
瞬
無
重
力

を
意
識
さ
せ
、
無
意
識
に
ア

シ
と
す
ぎ
る
コ
ー
ス
ー
タ
ー

よ
り
怖
ろ
し
い
。
ス
リ
ル
は

苦
手
の
方
は
地
上
“
メ
ー
ト

ル
か
ら
会
場
を
一
眺
で
き
る

ジ
ァ
イ
ア
ン
ト
・
ホ
イ
ー
ル

を
お
推
め
す
る
。
会
場
内
の

食
べ
物
は
特
筆
す
る
も
の
は

な
し
。
む
し
ろ
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
ヘ
寄
っ
て
訓
階
の
カ

ク
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
神
戸
港

の
全
景
を
見
な
が
ら
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
で
も
食
べ
る
の
が

た
の
し
い
。

帰
り
は
神
戸
ご
自
慢
の
新

交
通
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
で
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
な
ぜ

タ' ヱルノループコースケー一グ臆 Ｉ、 、
一
、
三
一
Ｊ

蟻 |’:(○熱イァント
鼠ホィーノＩ ノノ

／《雲竜 ０
〃 識

墜
忽

〆豚：8 J

ノ

’〃
、

、

塗 蝋蝋
聖匡

姑Ｌ

垂二垂二

い
》

'、弾'、弾Ｉ E〆

一
一一

彰

/、" 、ハノ可ハ

た
の
し
い
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
何
と
な
く
つ
か
み
所
の
な
い
の
が
お
金
を
か

け
た
割
り
に
も
の
足
ら
な
い
「
三
井
グ
ル
ー
プ
館
」
、
ピ
ー
タ
ー
パ

ン
姿
の
か
わ
い
い
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
が
か
わ
い
そ
う
。
そ
れ
に
「
ミ

ナ
ミ
ガ
ラ
テ
館
」
、
風
が
吹
く
と
下
半
身
が
び
し
ょ
濡
れ
に
な
る

水
の
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
」
な
ど
。

ごgz7 d『〆ロ

〃塗
、

〃
″
一
一
船

諾電諾電

宮
Ｊ

Ｆ

涙 互ｌｊｊ

昌ﾖ 目

f／ アゼつ

昌ﾖ 目

か
こ
の
最
新
の
乗
り
物
ノ
ロ

ノ
ロ
と
し
て
リ
ズ
ム
感
に
欠
け
る
。
仕
方
な
い
ゆ
っ
く
り
と
港
を

な
が
め
る
こ
と
に
す
る
。
世
界
一
の
扱
量
を
誇
る
神
戸
港
の
コ
ン

テ
ナ
埠
頭
は
、
あ
る
い
は
ポ
ー
ト
ピ
ア
に
ま
さ
る
神
戸
市
が
見
せ

た
い
最
大
の
展
示
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

華垂塗L雲誇
１
．
＄
“

一

一＝宝

壷旨

、：

一＝ ~ Ｚ

昌ﾖ 目

乏１戸三一づﾆ ｦ形ノ

ジ
グ

壷旨

y､．

ノ
ー
・
烏

『
鮎<ＺＥ轟くﾘ ハウス

二は走らなく
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4９

。応募資格/ プﾛ ､ アマ､ 年令､ 性別を問
いません。・応募作品／2 0 分穐庇のビデオ
作Ｍ／テーマは限定しません／人賛作船に
ついては返却いたしません（ただし希望付
には爽黄にてダビングいたします）／人枇
作I l I I I l についてはｒ仲)ｆビデオコンテスト'炎
行愛L l 会」が腹製、‐I : 峡、細ｉ（放送、｛ｉ
線放送）できるものとします‘，

耐募, 雪肩
・入選発表′1981 f l Z 9 j l l :旬予定
グランプリ１（'１１f金30ﾉjIIl）
優秀賞４（噛金1 0 ﾉ ﾉ ' ' １）

兵庫県知事賞､ 神戸市長賞
ポートピア' 8 1 賞､ 星電社賞

入・賞５（' Ｋ金５〃' １１）

･ 受付／神戸ビデオコンテスト爽行委貝会
( ０７８）８１１－１１３１
神jf新聞社文化111業局／(073221－4121
娘麺社~論本店／( 0 7 8 ) 3 9 1 - 8 1 7 1
娘屯N姫路本ﾊ1i／(0792)88-1717
> 1 1 施社器店

大会事務局

大会会長／後膿博雅運営委員長／小松左京
審査委員長／浦山桐郎
審査委員／小林はくどう福野輝郎今井祝雄

今崎陽吉両内降立石雄三

主催/ 神戸ビデオコンテスト実行委員会｡ 神戸新聞社
後援兵庫県･神戸市･兵庫県教育委員会･神戸市教育委員会･神戸ボーﾄｱｲﾗﾝ博覧会協会･ｻﾝテレビジョン他
協力映像表現委員会･関西学生映画連盟･兵応県高等学校教育研究会視聴覚部会･星電社ピテオセンター
協質三洋･シャープ･ソニー･ＴＤＫ，東芝･ナショナル'ビクター･日立･マクセル'三蚕

' 星雷社〒6 5 8 神戸市東灘区住吉宮町7 丁目６－１８星電社ビデオセンター内（0 7 8 ) ８１１－１１３１
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分
け
へ
だ
て
な
く
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
そ
う
と
、
障
害
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
加
わ
っ
た
企
画
委
員
会
で
昨
年
８
月
か
ら
準
備

を
重
ね
て
き
た
。

5０

未来空間をiii験する祭典
ポートピア'8１心

の
祭
典
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
別
日
国
際
広
場

国
際
障
害
者
年
の
記
念
事
業
と
し
て

こ
う
傘
へ
市
民
福
祉
振
興
協
会
が
主
催
し

て
行
な
う
の
が
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

歌
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
心
が
通
い
合

う
町
づ
く
り
を
、
障
害
者
も
健
常
者
も

●

卿神戸博のボｲﾝﾄガｲド海援隊もゲストとして登場

今
年
初
め
か
ら
公
募

さ
れ
て
い
た
〃
心
の
祭

典
参
加
の
う
た
″
に
は

捌
篇
の
応
募
が
あ
り
、

旭
曲
の
入
賞
曲
と
作
詞

賞
２
篇
（
後
竹
葉
子
「
あ

な
た
は
何
を
」
、
飯
塚

博
子
「
涙
と
詩
と
星
達

と
」
）
、
作
曲
賞
１
篇
（
土

井
淳
「
と
も
だ
ち
」
）

が
決
定
、
最
終
選
考
で

さ
ら
に
塚
本
直
子
作
詞

坂
江
美
喜
作
曲
の
「
心

昨
年
、
天
津
で
日
中

友
好
音
楽
祭
に
出
演
し

て
好
評
を
博
し
た
ゴ
ダ

イ
ゴ
が
そ
の
第
二
弾
と

し
て
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ

で
中
国
の
人
気
歌
手
と

再
び
ジ
ョ
イ
ン
ト
。
ポ

ー
ト
ピ
ア
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
を
担
当
す
る
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感

覚
の
ゴ
ダ
ィ
ゴ
に
対
し

て
中
国
か
ら
の
参
加
は

つ
な
ご
う
」
が
最
優
秀
曲
に
、
呉
恵
心
作
詞
・
平
沢
史
朗
作
曲
の

「
紙
ヒ
コ
ー
キ
」
、
鎌
田
み
ゆ
き
作
詞
・
作
曲
の
「
七
夕
」
、
佐
々

木
文
良
作
詞
。
勝
田
明
憲
「
ふ
れ
あ
い
私
の
夢
」
、
首
藤
博
史
作

詞
・
作
曲
の
「
マ
ン
ド
リ
ン
ガ
ー
と
、
上
田
啓
悟
作
詞
・
光
平

き
ょ
う
子
作
曲
の
「
ね
が
い
」
が
優
秀
曲
に
選
ば
れ
た
。

演
奏
は
、
い
ず
れ
も
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
今
回
の
参
加

曲
の
製
作
に
タ
ッ
チ
し
た
人
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
入

賞
曲
が
歌
い
あ
げ
ら
れ
る
。
ゲ
ス
ト
に
は
海
援
隊
も
登
場
、
当
日

は
多
数
の
障
害
者
の
人
た
ち
が
招
待
さ
れ
る
。

ｒ
Ｄ
Ｋ
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
邪
日
国
際
広
場

識鎌
封‘、溌扇静：

ゴダイゴ
☆会期：３月2 0 日～９月１５日
開場午前９時3 0 分．閉場午後９時3 0 分
☆入場料：大人2 , 0 0 0 円、高校生1 , 2 0 0 円
中・小学生1 , 0 0 0 円、幼児4 0 0 円
（午後４時半以降は夜間割引あり）
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鋪
若
手
比
１
の
関
牧
村
の
予

調
定
。
日
本
で
も
４
月
に
王
金

郵
時
作
詞
・
ゴ
ダ
ィ
ゴ
の
タ
ケ

螺
カ
ワ
ュ
キ
ヒ
デ
作
曲
の
「
愛

印
の
つ
ば
さ
」
が
レ
コ
ー
ド
化

癖
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
。

よ
り
ロ
ン
ド
ン
で
発
足
、
世
界
で
最
も
歴
史
の
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
一
九
五
六
年
よ
り
日
本
代
表
を
派
遣
し
て
い
る
。
全
国
よ
り

記
名
の
代
表
が
参
加
、
い
ず
れ
も
、
世
界
親
善
の
美
の
使
節
と
し

て
活
躍
す
る
健
康
で
知
的
な
美
女
が
選
ば
れ
る
。

Ⅷ
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
世
界
大
会

９
月
５
日
（
前
夜
祭
）
、
９
月
６
日
（
本
大
会
）

国
際
広
場
（
午
後
６
時
開
催
予
定
）

世
界
各
国
を
代
表
す
る
選
り
す
ぐ
り
の
美
女
た
ち
が
一
堂
に
揃

っ
て
美
を
競
う
様
は
壮
観
で
あ
る
。
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
容
姿
の

面
だ
け
で
な
く
、
世
界
で
通
用
す
る
知
性
も
要
求
さ
れ
る
。
日
本

代
表
は
岡
山
市
の
森
脇
美
香
さ
ん
で
、
身
長
剛
皿
体
重
弱
均
、

バ
ス
ト
記
叩
、
ウ
エ
ス
ト
艶
皿
ヒ
ッ
プ
酌
叩
と
磨
き
の
か
か
っ

た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
。
近
年
、
世
界
の
女
性
に
伍
し
て
も
引
け
を

昨年の大会で選出された日本代表

音
楽
を
通
し
て
結
ば
れ
た
日
中
の
友
情
の
競
宴
で
あ
る
。

Ⅷ
ミ
ス
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ミ
ス
・
ワ
ー
ル
ド

日
本
代
表
選
出
大
会

９
月
４
日
国
際
広
場
（
午
後
６
時
開
演
予
定
）

上より長谷川恵子、近
衛美樹、八坂みどり

聯聯！ＨＰ：識

識

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
パ
レ
ー
ド

９
月
２
日
国
際
広
場

近
畿
管
区
（
兵
庫
、
大
阪
、
京
都
、
和
歌
山
、
奈
良
、
滋
賀
）

の
各
警
察
音
楽
隊
の
ド
リ
ル
パ
レ
ー
ド
等
、
お
ま
わ
り
さ
ん
た
ち

に
よ
る
楽
し
い
吹
奏
楽
の
祭
典
。

外
国
招
へ
い
催
し
物

ブ
ル
ガ
リ
ア
９
月
９
日

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
南
東
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の

南
東
部
に
あ
り
、
面
積
約
ｎ
万
平
米
、
人
口
咽
万
。
首
都
は
ソ
フ

ィ
ア
、
国
土
の
釦
％
弱
が
森
林
で
、
温
暖
な
気
候
と
あ
わ
せ
て
多

く
の
観
光
客
を
集
め
る
。
独
特
の
民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
。

ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
一
九
六
一

年
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ン

グ
ピ
ー
チ
で
ス
タ
ー
ト

し
て
今
年
で
創
回
目
、

一
九
六
八
年
の
万
国
博

か
ら
毎
年
（
社
）
国
際
文

化
協
会
が
主
催
し
て
日

本
で
世
界
大
会
を
開
催

し
て
い
る
。
ミ
ス
・
ワ

ー
ル
ド
は
一
九
五
一
年

’
5１
１

取
ら
な
く
な
っ
た
日
本
女
性
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
年
は
妬
力
国
か
ら
代
表
が
参
加
す
る
予
定
。
さ
て

栄
冠
は
誰
の
頭
上
に
輝
く
か
。

ザ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
シ
ョ
ー

８
月
四
日
’
９
月
１
日
国
際
広
場

Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
が
贈
る
大
レ
ピ
ュ
ー
シ
ョ
ー
。
三
部
椿
成

で
、
第
一
部
が
パ
リ
ァ
ン
ド
ラ
テ
ン
、
第
二
部
が
日
本
の
ふ
る
さ

と
、
第
三
部
が
ジ
ャ
ズ
ア
ン
ド
デ
ィ
ス
コ
、
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
内
容
で
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
や
ラ
テ
ン
、
日
本
の
民
謡
、
デ
ィ
ス

コ
サ
ウ
ン
ド
な
ど
に
の
っ
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
唄
と
踊
り
を
展

開
す
る
。
出
演
は
、
南
幸
子
、
南
月
梨
佐
、
長
谷
川
恵
子
、
近
衛

美
樹
、
八
坂
み
ど
り
、
湯
川
み
ち
よ
、
摩
耶
か
ほ
り
、
嵯
峨
み
さ

緒
ら
団
員
即
名
。
明
る
い
夢
と
希
望
と
愛
を
織
り
込
ん
だ
歌
と
踊

り
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
だ
。
一
糸
乱
れ
ぬ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
の
名
物
ラ
イ
ン
ダ

ン
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
音
頭
」
で
ハ
ッ
ピ
姿
の
溌

測
さ
も
披
露
さ
れ
、
華
や
か
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
若
さ
溢
れ
る
集

団
の
美
が
楽
し
い
。

鍵
ｂ
晶
電

鱗
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5２

社
会
福
祉
部
門

昭
和
６
年
長
崎
生
ま
れ
。
長
崎
大
学
学
芸
学
部

卒
。
兵
血
県
の
公
立
中
学
校
の
教
員
（
音
楽
）
に

な
り
、
剛
和
姥
年
か
ら
肢
体
不
自
由
児
特
殊
学
級

昭
和
網
年
か
ら
知
恵
遅
れ
学
級
を
受
け
も
つ
。
み

ど
り
学
級
を
「
住
宅
つ
き
生
涯
学
級
』
に
し
よ
う

と
い
う
櫛
想
諾
実
現
し
、
現
在
、
同
学
級
教
諭
。

ﾉ ﾉ & 池. 南部地lＸ
口治連合協議会
代炎・毛利芳蔵

報
道
出
版
部
門

「
埋
も
れ
た
歴
史
の
道
を
歩
き
、
ふ
る
さ
と
の

史
跡
と
自
然
の
美
し
さ
を
探
ろ
う
Ｌ
と
い
う
テ
レ

ビ
番
組
で
、
昭
和
蝿
年
秋
ス
タ
ー
ト
。
第
》
回
は

作
家
の
杜
山
悠
氏
を
諭
師
に
上
郡
町
を
歩
き
、
砺

年
２
月
に
第
如
回
を
迎
え
た
。
そ
の
記
録
は
放
送

だ
け
で
な
く
一
冊
の
本
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

文
化
芸
術
部
門

昭
和
５
年
博
多
生
ま
れ
。
塵
応
義
薙
火
些
零
隻
一

部
卒
業
。
詔
年
詩
集
「
蓮
喰
い
ぴ
と
ｘ
省
難
林

檎
屋
刊
）
に
て
第
５
回
乳
代
詩
女
流
賞
〈
文
化
出

版
局
蛍
仙
）
受
寅
。
可
多
田
智
獅
子
詩
柴
．
｜
（
思
潮

社
刊
）
を
は
じ
め
、
誇
築
、
欧
築
、
エ
ッ
セ
イ
、

翻
訳
に
多
数
習
作
が
あ
る
。

科
学
技
術
部
門

井
瀧
文
髄
賞

●
第
５
回

戦
後
、
日
本
の
復
興
と
繁
栄
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
洋
盃
槻
株
式
会
社
の
創
投
者
、
故
井
植
歳
男
氏
の
遺
志
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人

『
井
植
記
念
会
』
が
、
兵
庫
県
在
住
ま
た
は
兵
庫
県
に
ゆ
か
り
の
深
い
人
の
な
か
か
ら
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
人
を
受
賞
の
対
象
と
し
て
そ
の
功
績
を
設
え
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
よ
り
一
府
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
、
こ
の
灸
井
植
文
化
賞
ｖ
五
部
門
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
回
で
第
う
回
を
数
え
、
各
分
野
の
評
論
家
、
学
識
経
験

者
な
ど
を
も
っ
て
部
門
ご
と
に
構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。
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⑪
受
賞
者
著
書
目
録

八
詩
集
Ｖ

１
９
５
６
／
花
火
ユ
リ
イ
ヵ
刊

１
９
６
０
／
闘
技
場
ユ
リ
イ
カ
刊

１
９
６
４
／
普
蔽
宇
宙
昭
森
社
刊

１
９
６
８
／
鏡
の
町
あ
る
い
は
眼
の
森

昭
森
社
刊

１
９
７
１
／
贋
の
年
代
記
山
梨
シ
ル

ク
セ
ン
タ
ー
出
版
部
刊

１
９
７
２
／
多
田
智
満
子
詩
集

思
潮
社
現
代
詩
文
庫

１
９
８
０
／
蓮
喰
い
び
と書

建
林
檎
屋
刊

八
歌
集
Ｖ

１
９
７
５
／
水
畑
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス

八
エ
ッ
セ
ー
Ｖ

１
９
７
７
／
鏡
の
テ
オ
ー
リ
ア

大
和
書
房
刊

１
９
７
７
／
古
寺
の
莞河

出
書
房
新
社
刊

八
翻
訳
Ｖ

１
９
６
３
／
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
「
ハ
ド
リ

ァ
ヌ
ス
帝
の
回
想
」白

水
社
刊

１
９
６
６
／
サ
ン
ー
ジ
ョ
ン
・
ベ
ル
ス

詩
集
思
潮
社
刊

１
９
７
０
／
シ
ャ
ル
ポ
ニ
エ
「
レ
ヴ
ィ

・
ス
ト
ロ
ー
ス
と
の
対
話
」

み
す
ず
書
房
刊

１
９
７
７
／
ポ
ス
コ
「
ズ
ボ
ン
を
は
い

た
ロ
バ
」
晶
文
社
刊

１
９
７
７
／
Ａ
・
ア
ル
ト
ー
「
ヘ
リ
オ

ガ
バ
ル
ス
」
白
水
社
刊

１
９
８
０
／
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
「
東
方
締

談
」
白
水
社
刊

１
９
８
１
／
ケ
ッ
セ
ル
ラ
イ
オ
ン

日
本
ブ
リ
タ
ニ
カ
刊

こ
の
文
章
を
私
が
書
い
て
い
る
頃
、

多
田
智
満
子
は
、
ギ
リ
シ
ャ
は
ア
テ
ー

ナ
イ
の
町
の
ど
こ
か
を
歩
き
ま
わ
っ
て

い
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
そ
こ
か
ら
神

戸
は
六
甲
山
麓
の
我
が
家
に
よ
う
や
く

帰
り
つ
い
て
、
ヘ
ラ
ス
の
国
の
印
象
を

ひ
そ
か
に
反
鍔
し
て
い
る
か
、
そ
の
ど

ち
ら
か
で
あ
勘
ぱ
ず
だ
。

彼
女
の
行
動
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か

と
み
に
機
敏
で
あ
っ
て
、
近
辺
の
古
い

寺
を
せ
っ
せ
と
歩
き
ま
わ
っ
て
い
た
か

と
思
う
と
、
去
年
だ
か
一
昨
年
だ
か
に

は
エ
ジ
プ
ト
に
出
か
け
、
そ
こ
か
ら
帰

る
と
京
都
に
古
代
語
の
勉
強
に
通
い
、

今
度
は
短
期
間
な
が
ら
ギ
リ
シ
ャ
に
飛

ん
だ
。
近
頃
流
行
の
観
光
旅
行
な
ど
と

は
も
と
よ
り
趣
を
異
に
し
て
、
そ
の
知

的
好
奇
心
た
る
や
、
ま
こ
と
に
畏
敬
に

値
す
る
。

六
四
年
の
『
普
蔽
宇
宙
』
以
来
昨
年

の
『
蓮
喰
い
び
と
』
ま
で
に
至
る
詩
的

業
績
、
フ
ラ
ン
ス
の
長
老
女
流
作
家
マ

ル
グ
リ
ッ
ト
。
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
の
代
表

作
二
つ
を
ふ
く
む
訳
業
、
歌
集
一
巻
、
そ

し
て
、
そ
の
絢
畑
た
る
知
的
ア
ラ
ベ
ス

ク
で
読
む
も
の
を
睦
目
せ
し
め
た
エ
ッ

セ
ー
集
『
鏡
の
テ
オ
ー
リ
ァ
』
、
華
厳
哲

学
の
岨
噛
に
裏
打
ち
さ
れ
た
古
寺
探
照

の
記
文
、
と
彼
女
の
精
神
的
冒
険
は
次

第
に
未
明
の
古
代
に
踏
み
入
っ
て
止
ま

る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
か
っ
て
、
初

め
て
神
戸
に
来
住
し
、
赤
い
マ
ン
ト
を

ひ
る
が
え
し
て
私
の
晒
屋
を
訪
れ
た
う

ら
若
き
閏
秀
詩
人
多
田
智
満
子
を
思
い

起
す
と
、
神
戸
は
途
方
も
な
い
才
能
を

棲
息
さ
せ
て
き
た
も
の
だ
と
、
い
さ
さ

か
空
恐
し
い
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

八
小
島
輝
正
Ｖ

１
５３
１

第５回井植文化賞文化芸術部門

多彩な才能が花開く
多田智満子

選考委員
足立巻一く作家〉
小島輝正く神7 i 大学教授〉
島京子く作家〉

：

可ﾛ ．霧蒲・談豊輝電員．－－，‐‘……. ､ ……‘……目Ｗ噛み向寄 ･ 専野奇宇一Ｗ和ｗ■ U 一

最新詩集『蓮喰【, 'びと」
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5４

技
術
を
導
入
し
た
セ
ル
ス
ポ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
用
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
歩
行

分
析
お
よ
び
障
害
者
の
肩
関
節
運
動
、

義
足
歩
行
、
さ
ら
に
身
体
障
害
児
の
日

常
生
活
・
動
作
の
研
究
等
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
個
々
の
症
例
の
分
析

結
果
か
ら
、
義
肢
、
装
具
の
開
発
改
良

の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た

機
能
訓
練
、
職
業
指
導
の
立
案
実
施
に

勉
め
ら
れ
、
身
体
障
害
者
の
社
会
復
帰

の
途
を
科
学
的
デ
ー
タ
ー
に
基
づ
い
て

改
善
し
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
業

績
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

八
岩
井
誠
三
Ｖ

●
選
考
経
過

選
考
委
員
が
神
戸
大
学
の
医
学
部
、

工
学
部
、
農
学
部
の
各
学
部
長
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
過
去
四
回
の
受
賞
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
功
績
者

を
八
順
番
に
Ｖ
選
ん
で
き
た
が
、
今
回

選
考
の
席
で
ま
ず
喚
起
さ
れ
た
こ
と
は

各
分
野
が
お
互
い
に
関
り
合
う
こ
と
が

多
く
な
っ
た
（
例
え
ば
医
学
。
農
学
に

お
け
る
工
学
的
技
術
・
知
識
の
必
要
性
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

医
学
関
係
で
は
玉
津
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
長
沢
村
誠
志
、
工
学
関
係
で

は
シ
ス
テ
ム
工
学
・
情
報
工
学
。
医
工

学
の
め
ざ
ま
し
い
技
術
推
進
が
、
ま
た

農
学
分
野
か
ら
は
酒
米
の
研
究
を
し
て

い
る
灘
酒
研
究
所
が
地
域
性
を
持
つ
ユ

ニ
ー
ク
な
仕
事
と
い
う
こ
と
で
候
補
に

あ
が
っ
た
。
い
ず
れ
も
単
に
科
学
で
あ

り
技
術
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
有

機
的
要
素
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
人

（
団
体
）
だ
と
い
う
こ
と
が
今
回
の
特

徴
と
い
え
る
よ
う
だ
。
た
と
え
文
明
が

ど
ん
な
に
進
歩
し
て
い
っ
た
と
し
て
も

手
術
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
だ
け
に
任
せ

て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
題
も
出
さ
れ
な

が
ら
、
科
学
が
最
終
的
に
「
人
間
の
役

に
立
つ
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て
、
兵
庫
県
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
・
同

附
属
中
央
病
院
長
で
あ
り
ま
た
県
の
身

体
障
害
者
更
生
相
談
所
長
の
沢
村
誠
志

が
今
回
の
受
賞
者
に
決
ま
っ
た
。

沢
村
誠
志
博
士
は
昭
和
三
十
年
に
神

戸
医
科
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
直
ち

に
同
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ

れ
、
二
年
間
に
亘
る
米
国
留
学
を
含
め

て
、
主
に
切
断
義
肢
の
研
究
に
従
事
さ

れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
氏
は
、

切
断
患
者
、
さ
ら
に
広
く
身
体
障
害
者

の
社
会
復
帰
の
た
め
に
不
可
欠
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
強
く
認

識
さ
れ
、
氏
の
優
れ
た
整
形
外
科
専
門

医
と
し
て
の
力
量
と
、
温
厚
誠
実
な
人

格
に
加
え
、
卓
越
し
た
指
導
力
か
ら
多

く
の
医
師
、
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
協
力

と
支
持
に
よ
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
認
識
を
不
動
の
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。

氏
の
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
研
究
は

極
め
て
地
味
で
す
が
、
実
践
的
な
も
の

で
あ
り
、
と
く
に
最
近
で
は
電
子
工
学

第５回井植文化賞科学技術部門

障害者の社会復帰に尽力
沢村誠志

選考委員
器井誠ｉ< 神戸大学医学部良〉
西羅寛ぐ神戸大学J : 学部畳〉
松木隆一く抑ﾉ ﾗ 大学農学部釣
真鍋正志く神戸祈聞社論説菱戯長ノ

運動毒差室にて
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●
選
考
経
過

ま
ず
、
候
補
に
あ
が
っ
た
の
は
、
前

回
も
名
前
が
出
て
い
た
が
、
巧
年
前
か

ら
の
念
願
が
か
な
い
、
今
年
４
月
に
芦

屋
浜
の
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
中
に
０

歳
か
ら
成
人
ま
で
の
肢
体
不
自
由
児
・

者
の
た
め
の
「
芦
屋
市
立
み
ど
り
学
級
」

を
独
立
さ
せ
た
富
永
繁
男
Ａ
芦
屋
巾
教
育

委
員
会
堂
稜
教
育
課
指
導
主
事
Ｖ
◎
彼
は
、
シ

ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
内
に
身
体
障
害
児
を

も
っ
た
家
庭
向
け
の
住
宅
を
何
戸
か
確

保
し
、
〃
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
の
つ
き

あ
い
〃
か
ら
、
隣
近
所
の
人
た
ち
と
の

接
点
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
協
力
体
制
が

生
ま
れ
、
自
然
に
障
害
者
に
対
す
る
理

解
が
地
域
の
人
の
間
に
広
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
〃
住
宅
つ
き
生

涯
学
級
″
の
構
想
を
実
現
さ
せ
る
べ
く

力
を
注
い
で
き
た
。

そ
の
他
、
昨
年
、
晦
周
年
を
迎
え
た

「
お
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
（
藤
本

隆
代
表
）
や
、
自
ら
も
足
が
不
自
由
で

頑
張
っ
て
い
る
西
宮
市
の
「
福
祉
ビ
ュ

ー
ロ
ー
」
の
片
岡
実
、
今
年
釦
周
年
を

迎
え
て
１
０
０
０
万
円
を
寄
付
し
た
灘

神
戸
生
協
な
ど
の
活
躍
や
、
過
去
４
回

の
受
賞
者
が
励
み
を
得
て
、
よ
り
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
話
題

に
あ
げ
ら
れ
た
。

結
局
、
今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
あ

り
、
タ
イ
ム
リ
ー
だ
と
い
う
こ
と
で
、

障
害
児
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
「
み

ど
り
学
級
」
の
富
永
繁
男
に
、
選
考
委

員
全
員
一
致
で
決
定
し
た
。

昭
和
蛇
年
に
芦
屋
市
立
精
道
小
学
校

内
に
狐
々
の
声
を
あ
げ
た
「
み
ど
り
学

級
」
（
肢
体
不
自
出
児
学
級
）
は
、
狸
年

た
っ
た
今
年
、
「
住
宅
つ
き
生
涯
学
級
‐

に
発
展
し
、
２
歳
か
ら
剖
歳
に
い
た
る

多
数
の
障
害
児
者
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
全
国
的
に
し

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
学
級
づ
く
り
に
、
文

字
通
り
、
半
生
を
捧
げ
ら
れ
た
の
が
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
富
永
繁
男
氏
で
あ
る
。

同
氏
は
昭
和
調
年
に
障
害
児
教
育
に
着

手
さ
れ
、
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
Ⅳ
年
間
、

こ
の
道
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
信
念
は
み
か
け
は
ど
ん

な
に
重
い
障
害
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も

で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
子
ど
も
な
り
に
、

必
ず
伸
び
る
芽
は
宿
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
探
り
当
て
、
花
を
咲
か
せ

る
の
が
教
師
の
務
め
だ
と
い
う
点
に
あ

る
。
こ
れ
ま
で
芦
屋
市
の
王
将
位
を
獲

得
し
た
障
害
児
、
足
に
筆
を
く
く
り
つ

け
て
絵
を
描
く
障
害
児
、
寝
た
き
り
で

短
歌
を
つ
く
る
障
害
児
ら
が
こ
の
学
級

か
ら
誕
生
し
て
い
る
の
も
、
富
永
氏
の

こ
の
信
念
が
実
っ
た
も
の
と
高
く
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

芦
屋
浜
に
創
設
さ
れ
た
「
み
ど
り
学

級
」
に
は
地
域
の
人
び
と
が
自
然
に
寄

り
集
っ
て
、
障
害
児
者
の
よ
き
理
解
者

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
立
派
な
福

祉
教
育
で
あ
る
。
大
規
模
な
施
設
を
つ

く
る
こ
と
の
困
難
な
、
人
口
加
万
未
満

の
市
に
第
二
、
第
三
の
「
み
ど
り
学
級
」

が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
富
永
氏
の

夢
で
あ
る
。
同
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
必
ず
や
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

八
伊
藤
隆
二
Ｖ

１
５５
１

第５回井植文化賞社会福祉部門

地域に密着したみどり学級
富永繁男

選考委員
伊藤隆二く神ﾉ ; 大学牧育挙部牧授〉
服部正く人阪社会1 蝶短期火･ 津〉
清水治郎く神' ; 析雌縦会部民〉

感覚訓練室で訓練指導する富永繁男
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5６

態
調
査
、
鉛
公
害
住
民
検
診
、
苅
藻
瑞

息
症
状
調
査
、
大
気
汚
染
調
査
、
運
河

の
公
害
パ
ト
ロ
ー
ル
、
製
油
工
場
と
公

害
防
止
協
定
申
入
れ
、
調
印
等
々
）
チ

ビ
ッ
子
広
場
づ
く
り
、
緑
の
歩
道
づ
く

り
、
寝
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
都
市
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
参
加

幹
線
道
路
の
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え
、
地

域
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
運
動
等
々
、

数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
住
民
は
た
だ
反
対
運
動
で
告
発
す

る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

人
間
ら
し
い
生
活
環
境
の
町
づ
く
り
が

出
来
る
か
を
考
え
、
地
区
計
画
制
度
を

含
め
た
町
づ
く
り
学
校
を
開
講
し
て
勉

強
中
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク

な
町
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
た
当
協
議

会
に
対
し
地
域
活
動
賞
を
送
る
こ
と
を

委
員
会
で
決
定
し
た
。
八
今
井
仙
三
Ｖ

⑧
選
考
経
過

第
５
回
目
の
賞
に
当
た
り
、
今
向
よ

り
選
考
委
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

長
島
氏
よ
り
、
「
地
域
活
動
と
い
う
か
ら

に
は
，
今
ま
で
に
今
井
仙
三
氏
の
丸
川

地
区
や
毛
利
芳
蔵
氏
の
苅
藻
地
区
な
ど

横
綱
格
の
も
の
が
受
賞
し
て
い
な
い
こ

と
に
疑
問
を
感
じ
る
。
こ
の
賞
が
権
威

あ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
う
一
度

考
え
直
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
賞
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
検
討
案
が

出
た
。
両
者
は
全
国
水
準
を
飛
び
抜
け

た
先
駆
性
と
数
多
く
の
業
績
が
あ
る
。

毎
回
候
補
に
あ
げ
ら
れ
る
「
明
舞
同

地
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
や
「
大
屋
町
の

町
づ
く
り
」
も
話
題
に
な
っ
た
。

東
浦
中
学
と
東
浦
公
民
館
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
教
育
に
励
む
、
「
東
浦

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
も
全
国
に

先
が
け
た
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
板
宿
の
繁
華
街
を
中
心
と
し
た
街

並
み
づ
く
り
も
将
来
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
尼
崎
市
の
園
田
学

園
は
三
年
前
か
ら
地
域
住
民
へ
運
動
場

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
解
放
し
、
公
開
講

座
も
開
い
て
い
る
。
と
か
く
閉
鎖
的
な

学
園
が
多
い
中
で
積
極
的
に
住
民
と
の

つ
な
が
り
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。

小
誌
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
も
二
十
年

間
に
渡
る
ダ
ウ
ン
誌
活
動
と
付
随
し
た

各
行
事
に
対
し
て
候
補
に
あ
が
っ
た
。

結
局
昭
和
四
十
一
年
か
ら
一
貫
し
た

姿
勢
で
街
ぐ
る
み
の
活
動
を
続
け
て
き

た
苅
藻
の
尻
池
南
部
自
治
会
に
決
定
。

尻
池
南
部
地
区
自
治
連
合
協
議
会
は

昭
和
三
十
一
年
六
月
二
日
に
設
立
さ
れ

た
。
こ
の
地
区
は
、
ゴ
ム
、
金
属
、
木

材
、
油
脂
、
機
械
、
マ
ッ
チ
、
プ
レ
ス

な
ど
二
六
○
数
社
に
の
ぼ
る
中
小
企
業

工
場
や
倉
庫
が
林
立
し
、
そ
の
狭
い
間

に
零
細
工
場
、
商
店
、
長
屋
、
ア
パ
ー

ト
、
バ
ラ
ッ
ク
等
が
混
然
と
ひ
し
め
き

合
っ
て
お
り
、
従
っ
て
工
場
の
煤
煙
、

騒
音
、
悪
臭
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
、

振
動
、
騒
音
、
運
河
、
湊
川
の
悪
臭
等

「
公
害
デ
パ
ー
ト
」
と
化
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
住
民
が
や
む
に
や
ま
れ
ず

四
十
一
年
末
、
住
民
大
会
を
開
催
し
て

こ
れ
ら
の
追
放
運
動
に
立
上
っ
た
も
の

で
、
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
十
数
年
間
引

続
き
数
々
の
陳
情
、
要
望
、
町
づ
く
り

運
動
を
く
り
返
し
て
来
た
。
公
害
対
策

（
主
婦
の
集
団
に
よ
る
公
害
工
場
の
実

第５回井植文化賞地域活動部門

先駆性と実績の貫蒜
尻池南部地区自治連合協議会

選考委員
‐谷走之雌く脚｢判劉川離災〉
今陰井仙晶〈丸1 : I 地区文化防犯協議会公鴎
長島晴雄く神戸析聞社．i 錐〉

緑花運動によって完成した尻池街園での桜まつり( 5 6 . 4 ）
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に
こ
れ
は
新
聞
社
で
な
く
て
は
で
き
な

い
仕
事
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
ま
ず
新
聞
社
の
持
つ

機
動
力
を
発
揮
し
て
、
徹
底
的
に
現
地

取
材
を
す
る
と
い
う
現
場
主
義
を
と
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
足
で
書
い
た
も
の

だ
。
そ
れ
に
い
ろ
ん
な
学
問
分
野
の
新

し
い
発
見
や
研
究
成
果
を
、
自
由
自
在

に
取
り
入
れ
て
い
る
。
学
者
が
論
文
を

発
表
す
る
と
な
る
と
、
な
か
な
か
こ
う

は
い
か
な
い
。
「
新
聞
は
う
ら
や
ま
し

い
」
と
言
う
学
者
の
声
も
あ
っ
た
。

兵
庫
探
検
は
長
期
連
載
企
画
と
し
て

昭
和
四
十
五
年
正
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

五
十
六
年
五
月
ま
で
、
足
掛
け
十
二
年

間
に
わ
た
っ
て
神
戸
新
聞
朝
刊
に
連
載

さ
れ
た
。
民
俗
編
に
始
ま
り
、
自
然
編
、

歴
史
風
土
編
、
続
歴
史
風
土
編
、
近
・

現
代
編
、
総
集
編
の
六
テ
ー
マ
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。
壇
上
重
光
（
現
神
戸
新
聞

縮
集
局
長
）
を
デ
ス
ク
と
す
る
兵
庫
探
検

取
材
班
が
取
材
執
筆
に
当
た
っ
た
。

連
載
が
終
わ
っ
た
あ
と
各
編
ご
と
に

一
冊
に
ま
と
め
そ
れ
ぞ
れ
神
戸
新
聞

社
、
あ
る
い
は
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ

ー
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
総

集
編
も
連
載
が
終
わ
っ
た
の
で
近
く
出

版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

何
し
ろ
足
掛
け
十
二
年
間
に
わ
た
る

長
期
連
載
企
画
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ

と
他
紙
に
も
例
が
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

１
５７
１

こ
の
企
画
の
ね
ら
い
は
、
兵
庫
県
と

い
う
地
域
社
会
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
解
明
し
、
全
国
の
中
で
ど
ん
な
独

自
の
性
格
を
持
ち
、
ど
ん
な
位
置
を
占

め
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も

の
と
言
え
よ
う
。
県
民
の
立
場
か
ら
言

え
ば
「
自
己
を
知
る
た
め
の
も
の
」
だ
。

と
に
か
く
こ
れ
を
読
め
ば
兵
庫
県
に

〃
強
く
な
る
″
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
う
え
兵
庫
県
と
い
う
県
域
が
、
日

本
海
か
ら
太
平
洋
ま
で
実
に
多
様
な
複

合
県
だ
。
つ
ま
り
日
本
に
あ
る
も
の
は

た
い
が
い
兵
庫
県
の
ど
こ
か
に
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
日
本
の
縮
図
的
な

県
だ
。
ま
た
江
戸
時
代
の
十
九
藩
も
の

小
藩
を
寄
せ
集
め
て
人
為
的
に
作
ら
れ

た
県
だ
か
ら
、
歴
史
や
伝
統
、
民
俗
も

多
様
で
あ
る
。
そ
れ
が
兵
庫
探
検
の
お

も
し
ろ
さ
で
も
あ
る
し
、
こ
れ
を
通
し

て
日
本
へ
の
理
解
を
深
め
る
手
が
か
り

に
も
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
、
県
内
を
旅

し
て
も
話
題
が
豊
富
に
な
り
、
楽
し
み

が
ふ
え
る
。
た
と
え
ば
宍
粟
郡
山
崎
町

か
ら
安
富
町
、
夢
前
町
、
福
崎
町
へ
抜

け
る
真
っ
す
ぐ
な
谷
を
見
る
と
、
こ
れ

が
地
質
等
で
有
名
な
山
崎
断
層
で
、
弥

生
時
代
に
は
東
西
の
大
幹
線
だ
っ
た
ら

し
い
と
か
、
丹
波
の
石
生
を
通
る
と
、

こ
こ
に
日
本
海
と
太
平
洋
側
に
分
か
れ

る
全
国
で
も
っ
と
も
低
い
分
水
界
が
あ

る
と
こ
ろ
だ
と
か
。

十
二
年
の
間
に
は
世
の
中
も
変
わ
っ

た
。
最
初
の
民
俗
編
な
ど
の
中
に
は
、

い
ま
で
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
年
中
行

事
も
あ
る
。
貴
重
な
記
録
に
な
っ
た
わ

け
だ
。
と
て
も
こ
れ
で
兵
庫
県
の
す
べ

て
が
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

試
行
錯
誤
の
連
続
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
兵
庫
県
理
解
に
は
必
読
の
も
の
で

は
あ
る
だ
ろ
う
。
八
長
島
晴
雄
Ｖ

第５回井植文化賞報道出版部門

足で書いた兵庫のすべて
卿噺雌"兵庫探検''取材班
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１
５８
１

カ
メ
ラ
マ
ン
・
技
術
の
ス
タ
ッ
フ
の
ほ

か
に
参
加
者
対
応
で
庶
務
・
営
業
の
職

員
も
加
わ
り
全
局
一
体
と
な
っ
て
作
っ

た
こ
と
、
毎
回
講
師
か
ら
史
跡
な
ど
歴

史
の
説
明
を
受
け
生
涯
教
育
の
役
割
を

果
し
た
こ
と
、
毎
回
ｍ
キ
ロ
前
後
を
歩

き
体
力
づ
く
り
に
も
役
立
っ
た
こ
と
、

な
ど
い
く
つ
か
の
面
で
特
色
を
持
ち
、

今
後
の
番
組
制
作
の
あ
り
方
に
一
石
を

投
じ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
番
組
に
ヒ
ン

ト
を
得
て
歴
史
散
歩
な
ど
の
類
似
の
も

の
が
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
こ
の
番
組
の
ヨ
ー
ー
ク
性
を
物

語
る
な
に
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。

優
れ
た
企
画
と
長
期
に
わ
た
る
制
作

は
、
地
方
文
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
を
機
会
に
関

係
者
の
一
層
の
精
進
を
望
み
た
い
。

八
滝
川
信
宏
Ｖ

●
選
考
経
過

い
き
な
り
候
補
に
あ
が
っ
た
の
が
神

戸
新
聞
社
の
「
兵
庫
探
検
」
と
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
神
戸
放
送
局
の
「
兵
庫
史
を
歩
く
」

の
一
一
本
。

神
戸
新
聞
社
の
「
兵
庫
探
検
」
は
足

掛
け
哩
年
に
わ
た
る
長
期
連
載
企
画

で
、
壇
上
重
光
氏
を
中
心
と
し
た
取
材

班
が
兵
庫
県
下
を
徹
底
的
に
現
地
取
材

し
た
も
の
。
民
俗
、
自
然
、
歴
史
風
土
、

続
歴
史
風
土
、
近
現
代
、
総
集
の
６
テ

ー
マ
そ
れ
ぞ
れ
が
一
冊
の
本
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、
最
終
的
に
６
冊
（
総
菜
編
は

今
年
如
月
発
刊
予
定
）
の
膨
大
な
〃
全
集
″

と
な
っ
た
。
兵
庫
県
を
知
る
う
え
で
の

貴
重
な
資
料
と
も
い
え
、
地
域
を
エ
リ

ア
と
す
る
新
聞
社
な
ら
で
は
の
地
道
で

有
意
義
な
活
動
と
評
価
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の
「
兵
庫
史
を

歩
く
」
は
、
視
聴
者
と
と
も
に
郷
土
を

歩
い
て
兵
庫
の
史
跡
を
探
る
番
組
で
、

過
去
如
回
の
参
加
者
は
延
べ
九
千
人
を

超
え
た
。
杜
山
悠
氏
ら
の
講
師
か
ら
史

跡
、
歴
史
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
体
力

づ
く
り
も
兼
ね
た
生
涯
教
育
と
し
て
参

加
者
も
増
え
続
け
て
い
る
状
況
か
ら
も

地
方
文
化
の
向
上
へ
の
貢
献
度
が
大
き

い
と
さ
れ
る
。

最
終
的
に
は
こ
の
二
本
と
も
が
受
賞

と
な
り
、
選
考
会
も
こ
の
一
一
本
に
関
し

て
の
議
論
に
集
中
し
、
他
の
候
補
は
入

る
余
地
も
な
か
っ
た
。
両
者
と
も
が
三

人
の
選
考
委
員
に
〃
異
議
な
し
″
の
作

品
と
認
め
ら
れ
た
。

昭
和
網
年
９
月
調
日
、
兵
庫
県
上
郡

町
に
集
ま
っ
た
三
百
人
は
、
作
家
杜
山

悠
氏
の
説
明
を
聞
き
乍
ら
、
法
雲
寺
か

ら
白
旗
城
跡
ま
で
歩
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神

戸
放
送
局
の
ロ
ー
カ
ル
番
組
「
兵
庫
史

を
歩
く
」
は
、
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。

〃
埋
も
れ
た
歴
史
の
道
を
み
ん
な
で
歩

き
、
ふ
る
さ
と
の
史
跡
と
自
然
の
美
し

さ
を
探
ろ
う
″
と
以
後
毎
月
一
回
（
夏

冬
を
除
く
）
実
施
し
て
、
今
年
２
月
布

引
の
滝
か
ら
大
竜
寺
ま
で
歩
い
て
つ
い

に
如
回
。
こ
れ
を
記
念
し
て
単
行
本

「
兵
庫
史
を
歩
く
」
も
出
版
さ
れ
た
が

こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
九
千
人
を
こ
え

北
は
香
住
町
余
部
か
ら
南
は
洲
本
市
先

山
ま
で
、
県
内
を
く
ま
な
く
歩
い
た
。

毎
回
応
分
の
こ
の
番
組
は
、
小
型
で

は
あ
る
が
、
視
聴
者
が
直
接
番
組
づ
く

り
に
参
加
し
た
こ
と
、
Ｐ
Ｄ
・
ア
ナ
。

第５回井植文化賞報道出版部門

視聴者参加で史跡を探る
NHK獅救鯛"兵庫史を歩く，，
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又
四
郎
商
店
で
は
、
７
月
か
ら
も
ち
、
年
間
約
三
百
億
円
を
売

ひ
や

夏
向
き
の
冷
用
酒
「
冷
」
を
新
り
上
げ
て
い
る
。

兵
庫
県
下
に

☆
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
と
特
産
品
の
積
極
育
成
、
異
業
種
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
」
と
い
新
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定

創
業
三
十
五
周
年
を
迎
え
た

地
域
産
業
の
振
興
を
テ
ー
マ
間
の
技
術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
う
講
演
が
あ
っ
た
。

第
Ｍ
回
瀬
戸
懇
開
か
れ
る
交
流
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
申
本
部
／
墓
示
都
港
区
一
礁
布
３
１
ｍ
ｌ
詔
星
電
社
八
後
藤
博
雅
社
長
Ｖ
で

東
勢
ハ
ウ
ス
Ⅷ
奮
肥
Ｉ
畑
１
４
９
５
８
健
六
月
下
旬
よ
り
新
し
い
シ

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
諸
都
市
し
合
わ
せ
た
。

の
商
工
会
議
所
が
集
ま
っ
て
西
★
会
長
に
坂
野
惇
子
氏
就
任
☆
夏
は
ヒ
ヤ
で
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
を
採
用
。
新
マ

日
本
の
総
合
開
発
と
経
済
交
流
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
指
導
大
黒
正
宗
よ
り
「
冷
」
発
売
－
ク
は
「
対
話
に
よ
る
新
し
い

・
・
皇
７
こ
１
言
、
ｊ
１
，
、
，
勺
侭
Ｌ
こ
り
ご
ヨ
ー
ラ
ー
、
、
５
弁
Ｚ
大
黒
正
宗
で
お
な
じ
み
の
灘
緋
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
同
心

を
進
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
の
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
プ
ロ
一
／
信
二
９
Ｊ
に
Ｚ
ｊ
７
－
・

翻
鋼
驚
譲
…
；
撫
翰
聯
．
ｇ
…
雫
…
坐
，
ニ
ノ
／
可
．
《
／
員
Ｅ
上
、
ノ
副
川
『
五
郷
の
清
酒
メ
ー
カ
ー
、

る
街
づ
く
り
と
地
域
産
業
の
振
働
く
女
性
の
能
力
向
上
と
業

興
」
で
、
竜
野
、
西
宮
、
姫
路
界
の
発
展
を
は
か
る
た
め
情
報

な
ど
ｕ
の
会
議
所
か
ら
そ
れ
ぞ
交
換
会
や
研
修
会
、
ゼ
ミ
ナ
ー

れ
の
事
例
を
紹
介
。
魅
力
あ
る
ル
と
種
々
の
活
動
が
催
さ
れ
る

街
づ
く
り
は
地
域
住
民
や
行
政
６
月
躯
日
、
大
阪
輸
出
繊
維

と
協
力
し
て
地
域
の
特
性
に
応
会
館
で
開
か
れ
た
関
西
ゼ
ミ
ナ

懇
談
会
」
の
第
辿
回
会
合
が
去
が
あ
り
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

る
６
月
羽
日
、
神
戸
国
際
会
議
－
ク
を
持
つ
団
体
で
、
日
本
は

場
で
開
か
れ
た
。
一
九
六
七
年
に
鯨
岡
阿
美
子
設

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
魅
力
あ
立
代
表
者
に
よ
り
発
足
し
た
。

じ
て
行
う
こ
と
、
伝
統
産
業
や
－
ル
で
は
、
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ァ
の

「
瀬
戸
内
海
地
域
商
工
会
議
所

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

｢ 地方の時代」に開かれた瀬戸懇

プ
。
世
界
主
要
七
カ
国
に
団
体

体
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

人
ザ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
女
性
の
団

一
九
二
八
年
生
ま
れ
た
社
団
法坂野惇子会長

浜
野
安
宏
氏
の
講
演
と
ト
ヨ
タ
っ
き
り
し
た
味
。
一
級
鰯
を
６

自
動
車
販
売
㈱
の
国
枝
金
司
氏
６
０
円
二
級
酒
／
１
２
２
０
円

に
よ
る
「
自
動
車
に
見
る
海
外
☆
星
電
社
創
業
三
十
五
周
年

イ
チ
イ
」
と
題
し
て
神
戸
で
は
て
程
良
い
甘
さ
と
香
り
が
持
ち

ポ
ー
ト
ピ
ア
刊
で
も
馳
染
み
の
味
。
一
一
級
酒
は
や
や
辛
口
で
す

代
表
取
締
役
専
務
、
坂
野
惇
子
発
売
。
一
。
八
脚
び
ん
詰
め
冷

氏
が
第
二
期
会
長
就
任
挨
拶
と
用
酒
は
業
界
初
で
、
一
級
、
こ

し
て
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。
級
の
一
一
種
。
一
級
酒
は
本
確
造

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
オ
グ
ラ
フ
酒
を
ベ
ー
ス
に
純
米
酒
を
混
ぜ

現
。
同
社
は

も
に
歩
む
企

墓

連
用
品
専
門
大
型
店
″
を
奴
店

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
松
田
和
江
さ
ん
Ａ
Ｖ

鱗
蕊 安

福
円
の
移
動
に
よ
っ
て
市
民
と
と

新発売の「冷」

霧 鱗 鵬″家電を中
心
と
し
た
生
活
関

ま
も
な
く
待
望
の
夏
休
み
。

学
生
の
頃
か
ら
行
き
た
か
っ
た

北
海
道
旅
行
の
夢
を
今
年
こ
そ

実
現
さ
せ
よ
う
と
計
画
中
。
読

智
、
お
茶
（
裏
千
家
）
を
趣
味

と
す
る
お
と
な
し
い
お
娘
さ
ん

だ
が
、
「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
に
の
り
た
く
て
仕
方
な
い
の

に
誰
も
付
き
合
っ
て
く
れ
な
い

の
」
と
い
う
一
面
も
。
何
気
な

い
仕
草
に
可
愛
さ
の
激
う
男
性

に
魅
か
れ
る
と
い
う
。

八
株
式
会
社
ノ
ザ
ワ
秘
普
課
Ｖ

１
５９
１

弓PmEI-I
業
の
姿
を
表
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有馬にある秀吉の墓

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん
な
太
閤
記
」
癖
》
剖
嘩
癖
率
塚
確
祷
健
乱
畦
乱
虹
札
識
柚
減

で
お
な
じ
み
の
秀
吉
は
、
有
馬
温
泉
に
と
っ
て
か
ら
い
れ
や
い
と
な
ど
し
て
は
よ
く
候
は
ん
や

大
恩
人
と
も
一
一
言
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

う
ち
か
た
よ
く
候
は
ん
と
存
候
へ
と
も
湯
へ
い

享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
と
天
正
四
年
（
一
り
た
き
よ
し
そ
も
し
申
ま
筏
ゆ
へ
い
れ
申
ゆ
よ

五
七
六
）
の
一
一
度
に
わ
た
っ
て
、
有
馬
温
泉
は
り
あ
が
り
候
て
う
ち
か
た
に
や
い
と
よ
く
候
へ

大
火
災
に
遭
い
、
有
馬
の
町
は
ほ
と
ん
ど
潰
滅
し
其
き
さ
み
わ
れ
ノ
、
参
候
は
す
は
こ
う
ぞ
す

に
近
い
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
を
修
復
し
た
の
が
秀
吉
な
の
で
あ
る
。
進
上
可
申
其
心
へ
候
韓
へ
し
」

こ
う
し
て
往
時
の
繁
栄
を
取
り
戻
し
た
有
馬

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
こ
と
で
、
こ
の
で
は
あ
っ
た
が
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
七

畦
峰
靴
和
麺
諭
鋒
率
坤
鞭
蝿
奉
訓
壁
鍵
麺
趣
味
月
十
一
一
日
夜
半
、
今
度
は
大
地
震
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
有
馬
温
泉
は
、
再
び
往
帳
嘆
握
癖
稚
祁
諏
搾
蝿
社
、
っ
鵠
畷
は
熱
湯
と

時
の
繁
栄
を
と
り
戻
し
た
。

そ
こ
で
秀
吉
は
直
ち
に
復
旧
工
事
を
命
じ
、

秀
吉
は
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
か
ら

次
の
一
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

北
の
政
所
を
と
も
な
い
、
前
後
九
回
に
わ
た
つ

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
ま
で
の
十
一
年
間
に

た
く
御
停
止
な
さ
れ
候
、
其
外
の
物
も
無
用
と

な
以
下
な
に
に
て
も
か
ひ
候
ひ
て
進
上
申
事
か

て
湯
治
に
来
て
い
る
。

「
太
閤
様
御
湯
治
之
時
、
営
所
地
下
人
酒
さ
か

文
禄
三
年
の
入
湯
時
に
は
、
下
知
状
と
し
て

｡ ＷⅧ群。

湯の街
有馬歳時記

被
仰
出
候
也

大
こ
ん
、
こ
ぽ
う
、
又
も
ち
な
ど
の
や
う
な
る

が
残
っ
て
い
る
。

れ
候
事
が
は
し
め
に
て
い
か
ほ
と
ノ
、
い
れ
候

思
召
し
候
へ
ど
も
け
に
上
申
度
候
は
ぱ
、
な
、

に
ゆ
へ
い
れ
申
わ
れ
ノ
、
い
い
候
は
て
一
人
い

た
淀
君
に
、
温
泉
入
湯
を
す
す
め
る
次
の
一
文

手
づ
く
り
の
た
ぐ
ゐ
は
い
し
次
第
に
可
進
上
由

「
か
へ
す
ノ
、
目
は
大
じ
の
事
で
候
間
其
た
め

文
禄
三
年
十
二
月
八
日
木
下
大
膳
在
判
」

ま
た
、
天
正
十
八
年
頃
、
眼
病
に
患
っ
て
い

TEL(078)904-2295㈹
●

柵ﾙ ﾐ と波裟と遊技場

敷地内から初きでる
日本』f古の温泉‘‘ｲ鰯温ﾙと，, 雅ただようくつろぎの館 湯の香漂う鐙 新館髄々オープンや旬鍵瑞美阪‘急ホテルチェーン

戸馬' 三ユーァガ冠テル
緑の中の優雅な僻まい

纂斎TEL(078)904-0781 木造りの宿

戸馬へルズ世ン乎一
ＴＥＬ(078)904-2291

１
６０
１

向陽間 鰯殉詩坊会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれまで

痛勇ｸﾗ;,侭ﾎ詞し 景勝高台の近代旅館
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現
在
も
毎
年
十
一
月
の
初
め
、
ひ
ぐ
ら
し
の

歌
二
首
を
詠
ん
で
い
る
。

行
っ
た
。
こ
の
工
事
は
慶
長
二
年
六
月
よ
り
始
は
ん
か
た
っ
き
お
き
あ
は
せ
ら
れ
候
な
り

湯
屋
の
改
築
と
と
も
に
、
泉
源
の
改
修
工
事
を
一
し
き
か
た
つ
き
御
て
う
水
の
間
に
た
な
に
茶

事
阿
禰
陀
堂
に
て
御
茶
湯
座
敷
二
挫
敷

○
あ
く
ね
ん
は
か
ら
に
そ
へ
て
捨
お
ゐ
て
ふ
を
ひ
か
せ
ら
れ
お
き
あ
は
せ
ら
れ
候

○
つ
も
り
き
て
今
こ
そ
ま
い
る
ご
く
ら
く
へ
ふ
た
お
き
さ
ひ
む
し
く
ひ

ま
り
、
同
三
年
三
月
五
日
に
完
成
し
た
。

二
番
善
福
寺
阿
禰
陀
堂
池
坊

た
と
き
の
目
録
が
残
っ
て
い
る
。

一
御
床
き
た
ら
の
ほ
く
せ
き
か
け
て

一
長
そ
ろ
り
く
た
に
い
と
ほ
し
床
の
柱
に
か
け
園
で
、
有
馬
温
泉
の
大
恩
人
、
豊
臣
秀
吉
を
偲

「
天
正
十
八
年
十
月
四
日
於
有
馬
御
茶
湯
次
第

優
雅
に
ゆ
と
り
の
ひ
と
と
き
と
梶
木
さ
ん
。
量
的
拡
大
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
質
の
向

中
の
坊
瑞
苑

上
を
志
向
す
る
。
日
本
情
緒

中
の
坊
の
創
業
は
明
治
元
が
満
喫
で
き
る
よ
う
に
と
随

年
。
現
在
の
代
表
取
締
役
の
所
に
気
配
り
も
伺
え
る
。
モ

梶
木
雅
夫
さ
ん
は
五
代
目
に
ナ
コ
の
グ
レ
ー
ス
大
公
妃
が

な
る
。
昨
年
十
月
、
本
館
の
宿
泊
さ
れ
た
の
も
成
程
と
う

新
築
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
中
な
づ
け
る
。
「
有
馬
は
今
後
、

い
て
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と
電
話
（
○
七
八
）
九
○
四
－
○
七
八
一

漂
瀞
灘
需
噌
蕊
難
産
騨
繊
熱
戦
鯖
罵
沸
一

の
坊
瑞
苑
と
名
を
改
め
た
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
リ
ゾ
ー
ト

さ
読
韓
索
罫
銅
埜
却
恥
蝦
郡
椎
胡
怖
耐
浄
諦
匪
鋒
込
恥
搾

：
．
；
の
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は

秀
吉
は
、
ま
た
、
有
馬
で
茶
会
を
開
い
た
。

一
●
有
鍵
譲
蕊

同
日
、
秀
吉
は
光
徳
山
善
福
寺
に
て
次
の
狂
一
茶
し
や
く
あ
ぶ
ら
竹
利
休
作

る
。
「
お
客
さ
ま
に
落
ち
着
聯
蕊
墜
儲
鶏
釦
鐸
州
融
織
餓
町
八
○
八

天
正
十
八
年
、
阿
揃
陀
堂
に
お
い
て
催
さ
れ
客
来
一
番
利
休
小
早
川
有
馬
法
師

さ
せ
ら
れ
花
入
菊
の
花
一
シ
入

つ
た
う
り
た
五
徳
す
へ

只
一
す
ぢ
に
み
だ
の
じ
や
う
ど
へ

こ
こ
ろ
は
弥
陀
の
じ
や
う
ど
へ
ゆ
く
一
御
か
け
ゑ
か
ん
さ
ん
十
徳

経
済
性
で
は
な
く
、
無
駄
の
を
先
取
り
し
た
ホ
テ
ル
で
あ

効
用
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」
る
と
言
え
よ
う
。
司
瑞
苑
中
庭

庭
と
言
わ
れ
、
紅
葉
が
素
晴
し
い
瑞
宝
寺
跡
公

ん
で
大
茶
会
が
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

八
参
考
Ｖ
山
脇
延
吉
編
「
有
馬
群
誌
」

金
田
宗
太
郎
著
「
神
戸
の
歴
史
研
究
」
（
上
）

一
水
指
ぴ
せ
ん
物
水
こ
ほ
し
作
の
め
ん
つ
う

一
志
賀
の
心
壷
を
か
つ
て
の
う
ち
に
金
ひ
や
う

国際観光旅館

い
ど
ち
や
は
ん
を
い
た
め

己
上

三
番
志
摩
守
宗
行
か
も
ん
」

政府強録阿際観光旅館 政府登録〈登旅第7 8 号〉

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿」
欽山は典雅な旅は出会い自然の恵みを 銀水荘 11本風の館ですほのぼの心を添えて湯けむりに伝える
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